
たくさんの家族に参加いただきました

● 人のうごき　世帯数／1,575戸　人口／4,224人　男／2,110人　女／2,114人（令和４年２月末現在）

早く大きくなあれ

　

雨
天
と
い
う
天
気
予
報
を
覆

し
、
晴
天
と
な
っ
た
3
月
19
日

（
土
）
に
、
「
親
子
植
樹
in
恒
川
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
恒
川
史
跡
公
園

の
「
清
水
エ
リ
ア
」
に
座
光
寺
に

自
生
す
る
木
々
を
親
子
で
植
樹
す

る
と
い
う
も
の
で
、
飯
田
市
教
育

委
員
会
文
化
財
保
護
活
用
課
と
公

民
館
の
共
催
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
会
式
で
片
桐
館
長
は
、「
座

光
寺
地
域
の
財
産
で
あ
る
史
跡
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
、
史
跡
公
園

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
今
日
、
植

樹
し
た
苗
木
の
成
長
を
見
な
が
ら

公
園
に
親
し
み
を
持
っ
て
活
用
し

て
欲
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
11

組
36
名
の
親
子
の
参
加
が
あ
り
、

用
意
さ
れ
た
11
本
の
苗
木
を
、
1

組
1
本
ず
つ
植
樹
し
ま
し
た
。

　

㈱
伍
福
園
さ
ん
と
文
吾
林
造
園

㈱
さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

手
順
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
事
前
に
掘
ら
れ
た

穴
に
、
肥
料
と
土
を
入
れ
よ
く
混

ぜ
合
わ
せ
、
地
面
と
苗
木
が
ち
ょ

う
ど
良
い
高
さ
に
な
る
よ
う
に
穴

の
深
さ
を
調
整
し
、
土
を
か
ぶ
せ

る
作
業
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

砂
遊
び
を
す
る
よ
う
に
楽
し
み
な

が
ら
植
樹
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、
「
楽
し
か
っ
た
」
「
自
然
が
増

え
た
感
じ
が
し
て
良
か
っ
た
」「
自

分
の
木
が
大
き
く
な
る
の
が
楽
し

み
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、

保
護
者
か
ら
は
「
地
元
で
こ
の
よ

う
な
会
が
開
催
で
き
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
に
つ
な
が
る
よ
う
な
場

所
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

史
跡
恒
川
官
衙
遺
跡
の
適
切
な

保
存
・
活
用
を
図
る
た
め
に
史
跡

公
園
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
恒
川
遺
跡
群
は
い
く
つ
か
の

エ
リ
ア
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
一
つ
が
、
こ
の
清
水
エ
リ
ア
に

な
り
ま
す
。
他
の
エ
リ
ア
に
先
駆

け
、
「
清
水
エ
リ
ア
」
は
4
月
か

ら
使
用
可
能
と
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。　
　
　
　
　
　

（
広
報
部
）

（
関
連
記
事
3
面
）

遺
跡
は

座
光
寺
の

財
産

遺
跡
は

座
光
寺
の

財
産

史
跡
公
園
に
親
し
ん
で
ほ
し
い

史
跡
公
園
に
親
し
ん
で
ほ
し
い

　今回植えられた樹は、令和２年３月に南本城から採取されたアオキ、オオモミジなどの11本です。座光寺の

自然を身近に感じてほしいとの願いを込めて植樹されました。
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「
第
２
次
座
光
寺
地
域
基
本
構

想
・
基
本
計
画
」
の
５
年
目
に
あ

た
り
、
目
指
す
将
来
像
で
あ
る

「
あ
な
た
も
私
も
暮
ら
し
や
す
い

自
然
・
歴
史
・
文
化
・
も
の
づ
く

り
が
煌き

ら

め
く
新
舞
台
『
麻
績
の
里

座
光
寺
』
」
の
実
現
に
向
け
て
、

６
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
活
動

を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

計
画
ど
お
り
に
事
業
が
実
施
で
き

な
か
っ
た
り
、
規
模
縮
小
や
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
す
る
な

ど
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
大
き

な
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。　

　

そ
の
中
で
、
各
委
員
会
と
連
携

し
、
進
め
て
き
た
主
な
事
業
に
つ

い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
つ
い
て
で
す
が
、
次
年
度
が
前

期
６
年
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と

か
ら
、
令
和
５
年
度
か
ら
始
ま
る

後
期
計
画
の
検
討
に
向
け
、
過
去

５
年
間
の
総
括
と
見
直
し
の
進
め

方
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
及
び
関
連

事
業
に
つ
い
て
は
「
リ
ニ
ア
地
域

づ
く
り
推
進
会
議
」
の
４
つ
の
部

会
を
中
心
に
、
説
明
会
や
意
見
交

換
会
が
開
催
さ
れ
、
進
捗
の
差
は

あ
る
も
の
の
、
用
地
の
取
得
や
協

議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
懸

案
の
リ
ニ
ア
本
線
の
環
境
対
策
工

（
下
段
地
域
の
防
音
防
災
フ
ー
ド

設
置
）
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
準

の
達
成
を
求
め
、
関
係
者
に
よ
る

協
議
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
代
替
地
整
備
に
つ
い
て
は
、

唐
沢
・
宮
の
前
地
区
は
市
道
改
良

が
完
了
し
、
分
譲
地
の
造
成
と
住

宅
の
新
築
移
転
が
進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
。
共
和
地
区
に
つ
い
て
も
今

年
度
か
ら
整
備
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
た
、
恒
川
官
衙
史
跡
公
園
整

備
事
業
の
「
恒
川
清
水
と
周
辺
エ

リ
ア
」
で
は
水
を
た
た
え
た
清
水

が
よ
み
が
え
り
、
四あ

ず
ま
や阿

・
ベ
ン
チ

な
ど
住
民
の
皆
様
が
憩
え
る
よ
う

な
公
園
整
備
が
、
本
年
度
末
に
完

了
し
、
４
月
に
は
お
披
露
目
会
も

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
開
催
の
希
望

の
多
か
っ
た
夏
祭
り
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
残
念
な
が
ら
今
年
度
も

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
願

い
、「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
、
座

光
寺
を
元
気
に
す
る
ア
マ
ビ
エ
花

火
」
と
銘
打
っ
て
８
月
４
日
に
エ

ス
・
バ
ー
ド
に
お
い
て
花
火
の
打

ち
上
げ
を
行
っ
て
、
地
域
の
皆
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
田
舎
へ
還
ろ
う
戦
略
」
の
一

環
と
し
て
、
豊
か
な
自
然
・
歴

史
・
文
化
・
も
の
づ
く
り
を
映
像

化
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

を
昨
年
度
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

「
市
長
と
語
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
や
前
年
度
成
人
の
皆
さ
ん
の

「
若
者
の
集
い
」
で
放
映
し
た

り
、
座
光
寺
地
域
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
見
ら
れ
る
よ
う
掲
載
し
た
り

し
て
活
用
に
努
め
、
地
域
を
離
れ

て
い
る
方
な
ど
へ
の
ふ
る
さ
と
情

報
と
し
て
発
信
し
ま
し
た
。　

　

学
校
と
の
連
携
に
関
す
る
新
た

な
取
り
組
み
で
は
、
「
飯
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
一

環
と
し
て
、
高
陵
中
学
校
で
行
わ

れ
た
地
域
学
習
に
自
治
会
役
員
等

が
参
加
し
、
生
徒
に
地
域
活
動
や

課
題
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
「
自
分
た
ち
が
で
き
る
の
は
何

か
」
を
考
え
、
地
域
・
学
校
が
一

体
と
な
っ
て
学
校
運
営
の
改
善
の

取
り
組
み
等
の
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。　

　

２
０
０
０
年
浪
漫
の
郷
委
員
会

で
は
、
史
跡
等
の
案
内
組
織
「
浪

漫
の
郷
座
光
寺
案
内
人
」
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
・
ジ
ャ
ン
パ
ー
等
を
整
備

し
、
本
格
的
な
ガ
イ
ド
活
動
へ
の

準
備
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で

思
う
よ
う
な
活
動
は
で
き
ず
、
今

後
は
コ
ロ
ナ
の
落
ち
着
き
を
見
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

「
歴
史
に
学
び
地
域
を
た
ず
ね

る
会
」
を
中
心
に
、
地
域
に
残
る

貴
重
な
歴
史
、
文
化
遺
産
の
保

存
・
整
備
、
利
活
用
の
一
環
と
し

て
「
麻
績
の
里
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
地
域
を
訪
れ
た
方
に

も
手
に
取
っ
て
も
ら
い
や
す
く
す

る
た
め
、
マ
ッ
プ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
収
納
す
る
ケ
ー
ス
を
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
下
と
高
岡
古
墳
広
場

に
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
後
世
に

残
す
た
め
地
域
の
古
老
よ
り
聞
き

取
り
を
し
た
記
録
を
ま
と
め
、

「
古
老
が
語
っ
た
我
が
歩
み 

語

り
継
ぎ
た
い
『
昭
和
・
平
成
の
記

憶
』
」
と
し
て
発
刊
し
配
布
・
販

売
を
行
い
ま
し
た
。　

　

以
上
、
今
年
度
実
施
し
た
主
な

活
動
を
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ
た
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
各
委
員
会
と
連

携
し
、
で
き
う
る
事
業
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度 
自
治
会
活
動
報
告

　
　
　
座
光
寺
地
域
自
治
会
会
長
　
牧
　
野
　
光
　
彰
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活
発
に
活
用
で
き
る
恒
川
史
跡
公
園
に
し
よ
う

活
発
に
活
用
で
き
る
恒
川
史
跡
公
園
に
し
よ
う

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

　
　
　
　
　代
替
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　

今
年
度
の
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
座
光
寺
地
域
で
進
ん
で

い
る
「
恒
川
史
跡
公
園
整
備
事

業
」
を
取
り
上
げ
、
公
園
の
活
用

に
つ
い
て
地
域
全
体
で
話
を
し
よ

う
と
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
公

民
館
運
営
委
員
会
で
は
今
後
公
園

を
利
用
す
る
機
会
が
多
い
と
思
わ

れ
る
子
育
て
世
代
に
向
け
て
、
整

備
事
業
の
説
明
動
画
を
視
聴
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
回
答
数
28
件
／
配
布
数
77
件
）

問 

恒
川
史
跡
公
園
を
知
っ
て
い
た
か

　

は
い　
　

20
件

　

い
い
え　

８
件

問 

史
跡
公
園
が
で
き
た
ら
行
き
た
い
か

　

は
い　
　

22
件

　

い
い
え　

３
件

　

ど
ち
ら
で
も
な
い　

３
件

問 

ど
の
様
に
使
い
た
い
か

　

（
一
部
抜
粋
）

〈
家
族
で
…
〉
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

な
ど

〈
地
域
・
公
民
館
で
…
〉
土
器
づ

く
り
、
朝
市　

な
ど

　

ま
た
、
自
由
記
述
に
は
、
「
制

約
が
多
す
ぎ
て
何
も
で
き
な
い
気

が
す
る
」
や
「
周
り
に
桜
の
木
を

植
え
て
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
に
す

る
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
運
営

委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

―

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
後
に

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
か
ら
、

「
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出

し
て
話
し
合
い
た
か
っ
た
」
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
恒
川
清

水
地
区
以
外
の
方
々
か
ら
は
「
恒

川
史
跡
公
園
に
つ
い
て
は
よ
く
知

ら
な
い
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
お

聞
き
し
ま
す
。
多
く
の
座
光
寺
の

方
々
に
、
恒
川
史
跡
公
園
の
存
在

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て

い
く
た
め
に
は
、
今
後
の
実
施
設

計
に
入
る
前
の
時
点
で
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
意
見
を
聞
き
、
意
見

を
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
運
営
委
員
会
と
し
て
は
、

飯
田
市
教
育
委
員
会
や
関
係
す
る

団
体
と
、
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
利
用

の
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
の

場
を
設
け
て
い
き
た
い
で
す
。　

（
広
報
部
）

【
恒ご

ん

が

か

ん

が

川
官
衙
遺
跡
と
は
】

　
恒
川
遺
跡
群
か
ら
は
、
昭
和
52

年

か
ら
行
っ
て
き
た
調
査
の
中
で
、
奈

良
・
平
安
時
代
に
伊
那
郡
を
治
め
て

い
た
「
伊い

な那
郡ぐ

ん

が衙
」
と
呼
ば
れ
る
役

所
の
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遺
構
は
、「
日
本
の
歴
史
を
知

る
う
え
で
重
要
な
価
値
を
持
つ
国
民

的
財
産
で
あ
る
」
と
国
か
ら
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

郡
衙
の
構
造
が
確
認
さ
れ
て
い
る
区

域
が
、
平
成
26

年
3

月
18

日
に
「
恒

川
官
衙
遺
跡
」
と
し
て
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
史
跡
公
園
整
備
に
つ
い
て
】

　
史
跡
恒
川
官
衙
遺
跡
は
、
奈
良
・

平
安
時
代
に
信
濃
国
の
最
南
の
「
伊

那
郡
」
を
統
治
し
て
い
た
役
所
（
「
伊

那
郡
衙
」
）
の
跡
で
、
古
代
国
家
の

地
方
支
配
の
実
態
を
知
る
上
で
重
要

な
価
値
の
あ
る
遺
跡
で
す
。

　
飯
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
史
跡

恒
川
官
衙
遺
跡
の
適
切
な
保
存
・
活

用
を
図
る
た
め
に
史
跡
公
園
整
備
を

進
め
ま
す
。
平
成
30

年
3

月
に
整
備

の
基
本
的
な
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。 恒川官衙遺跡

の詳しい資料
はこちら（飯
田 市 ホ ー ム
ページ）

史跡公園整備
の詳しい資料
はこちら（飯
田 市 ホ ー ム
ページ）   

〜
変
わ
り
ゆ
く
座
光
寺
〜

　
リ
ニ
ア
関
連
工
事
が
各
所
で
進
ん
で
い
ま
す
。
今
、
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
地
域
を
見
て
く
だ
さ
い
。

電線地下埋設工事（中河原地区）

住宅移転完了した あすみが丘団地（唐沢地区）

天竜川リニア橋梁工事（喬木村より望む）

国道153号線沿い（共和地区）
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5 令和4年3月31日 第60号　広　報　座　光　寺

座
光
寺
小
学
校
１
５
０
年
の
あ
ゆ
み

先人の思いをつなぎ 未来にはばたけ座光寺小学校先人の思いをつなぎ 未来にはばたけ座光寺小学校
座光寺小学校　開校150周年に向けて

年 

度

　

事
項
（
開
校
百
周
年
以
降
を
中
心
に
掲
載
）

明
治
５
年

明
治
７
年

明
治
19
年

明
治
22
年

明
治
28
年

明
治
41
年

大
正
11
年

昭
和
16
年

昭
和
22
年

昭
和
31
年

昭
和
36
年

昭
和
37
年

昭
和
47
年

昭
和
50
年

昭
和
52
年

昭
和
56
年

昭
和
58
年

昭
和
59
年

昭
和
61
年

平
成
２
年

平
成
６
年

平
成
８
年

平
成
10
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
21
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
元
年

筑
摩
県
第
三
十
二
小
校
と
称
し
、
如
来
寺
に
開
校
。
読
書
・
習

字
・
算
術
を
教
え
る
。

舞
台
校
舎
に
移
り
、
新
築
落
成
を
行
う
。

連
合
村
内
の
学
校
を
合
併
し
、
第
二
小
区
座
光
寺
学
校
と
改

称
。
本
校
を
座
光
寺
に
、
支
校
を
別
府
お
よ
び
黒
田
に
置
く
。

義
務
教
育
４
か
年
が
定
ま
る
。

連
合
村
分
離
し
て
座
光
寺
村
と
な
り
、
座
光
寺
尋
常
小
学
校
と

な
る
。

体
操
場
を
新
築
す
る
。
玄
関
前
の
枝
垂
れ
桜
を
植
え
る
。

校
歌
を
制
定
し
校
舎
落
成
式
を
行
う
。

開
校
50
周
年
記
念
式
挙
行
、
大
塚
古
墳
を
発
掘
す
る
。

座
光
寺
国
民
学
校
と
な
る
。

六
三
制
実
施
さ
れ
、
座
光
寺
小
学
校
と
な
り
、
高
等
科
を
廃
止

し
て
座
光
寺
中
学
校
が
生
ま
れ
る
。

町
村
合
併
に
よ
り
飯
田
市
立
座
光
寺
小
学
校
と
な
る
。

梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
被
害
大
き
く
、
27
日
よ
り
7
月
1
日
ま

で
臨
時
休
業
を
取
る
。

開
校
90
周
年
記
念
式
典
行
わ
れ
る
。

開
校
百
周
年
記
念
式
典
行
わ
れ
る
。
舞
台
校
舎
が
「
飯
田
有
形

文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
る
。

児
童
会
歌
完
成
す
る
。

座
光
寺
小
学
校
早
期
改
築
を
飯
田
市
基
本
構
想
座
光
寺
地
区
審

議
会
に
提
案
。

小
学
校
改
築
工
事
に
伴
う
安
全
祈
願
祭
。

新
校
舎
竣
工

新
校
舎
へ
移
転
。
実
質
的
開
校
。
体
育
館
竣
工

移
転
改
築
落
成
記
念
祝
賀
会
行
わ
れ
る
。

新
プ
ー
ル
完
成
。

自
治
会
な
ど
よ
り
楽
器
寄
贈
。

移
転
10
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
設
置
（
36
台
）

あ
そ
び
の
森　

遊
具
施
設
設
置
。

防
犯
施
設
の
充
実
（
警
備
シ
ス
テ
ム
、
防
犯
ベ
ル
、
北
校
舎
非

常
階
段
フ
ェ
ン
ス
等
）

飯
田
市
が
学
校
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
3
事
業
に
参
画
。
光
フ
ァ
イ

バ
ー
に
よ
る
高
速
接
続
が
可
能
に
な
る
。

学
校
週
5
日
制
実
施
。

人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
で
来
飯
し
た
台
湾
「
平
等
小
学
校
」
と
の
交

流
が
行
わ
れ
る
。

長
野
県
「
学
校
安
全
優
良
校
」
受
賞
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
発
足
。

『
安
心
メ
ー
ル
』
利
用
開
始
。

自
治
会
よ
り
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
寄
贈
。

校
舎
外
壁
全
面
塗
装
を
実
施
。

特
別
支
援
学
級
そ
よ
か
ぜ
組
（
自
閉
症
・
情
緒
障
害
児
学
級
）

が
新
設
さ
れ
る
。

北
校
舎
水
道
工
事
に
伴
い
、
北
校
舎
ト
イ
レ
が
改
修
さ
れ
る
。

南
校
舎
水
道
工
事
に
伴
い
、
南
校
舎
ト
イ
レ
が
改
修
さ
れ
る
。

各
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
る
。

麻
績
の
瑞
垣
　
神
さ
び
て
　

す
て
ぬ
ち
か
い
の
寺
古
て

む
か
し
な
が
ら
に
　
う
た
わ
れ
し

平
和
の
村
こ
そ

た
の
し
け
れ

　

座
光
寺
小
学
校
校
歌
を
口
ず
さ

む
と
当
時
の
思
い
出
が
よ
み
が
え

る
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
教
育
の

基
盤
で
あ
る
座
光
寺
小
学
校
が
22

年
度
で
開
校
１
５
０
周
年
を
迎
え

る
。
こ
れ
に
先
駆
け
、
「
座
光
寺

小
学
校
１
５
０
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
」
（
以
下
、
実
行
委
員

会
）
が
令
和
３
年
10
月
に
組
織
さ

れ
た
。

　

こ
の
実
行
委
員
会
は
、
塩

澤
裕
二
校
長
を
実
行
委
員
長

と
し
て
、
自
治
会
（
正
副
会

長
・
総
務
文
教
部
長
）
・
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
長
・
公
民

館
（
館
長
・
主
事
）
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
（
正
副
会
長
）
・
小
学
校

（
教
頭
・
教
務
主
任
）
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地

域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
が
三
位

一
体
と
な
り
、
年
間
を
通
し

て
１
５
０
周
年
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
取
り
組
み
が
で

き
る
よ
う
に
話
し
合
い
を
進

め
て
い
る
。

　

３
月
３
日
（
木
）
に
開
催

さ
れ
た
第
３
回
実
行
委
員
会

で
は
、
式
典
の
候
補
日
・
年

間
を
通
し
て
子
ど
も
に
還
元
し
て

い
く
活
動
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
報
告
な
ど
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
た
。
実
行
委
員
の
前

公
民
館
長
塩
澤
哲
夫
さ
ん
は
、

「
座
光
寺
の
子
ど
も
た
ち
が
自
主

　

こ
の
「
広
報
座
光
寺
」
も
、
座

光
寺
小
学
校
の
歴
史
を
感
じ
る
内

容
を
取
り
上
げ
、
座
光
寺
小
学
校

１
５
０
周
年
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。
期
間
中
、
写
真
や
文
章
を

掲
載
し
て
歴
史
を
振
り
返
る
企
画

座
光
寺
小
学
校

　

思
い
出
の
写
真
＆
エ
ピ
ソ
ー
ド
大
募
集
！

的
に
参
加
す
る
活
動
に
な
れ
ば
い

い
と
思
う
。
１
５
０
周
年
を
み
ん

な
で
祝
え
る
よ
う
に
方
向
性
を
合

わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
を
細
か

い
と
こ
ろ
ま
で
検
討
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
語
っ
た
。

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
家

に
眠
る
座
光
寺
小
学
校
に
関
す
る

思
い
出
の
写
真
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

添
え
て
座
光
寺
公
民
館
ま
で
提
出

し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

（
写
真
は
お
返
し
い
た
し
ま
す
）

旧 

座
光
寺
小
学
校

　
　
　
　
　 

懐
か
し
い
木
造
校
舎

（
昭
和
50
年
代
）

現 

座
光
寺
小
学
校

　
　
　
　
　
校
庭
で
校
章
を
表
す

（
平
成
18
年
）
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気持ちよさそうに進む2羽のカイツブリ

　令和4年3月31日 第60号広　報　座　光　寺

　

座
光
寺
地
域
上
段
の
大
堤
団
地

北
隣
り
に
位
置
す
る
上
下
二
つ
の

堤
は
、
こ
の
日
、
春
め
い
た
陽
光

を
浴
び
て
穏
や
か
な
水
面
に
枯
草

の
影
を
映
し
て
い
た
。
サ
ギ
だ
ろ

う
か
、
白
い
中
型
の
鳥
が
岸
辺
で

羽
を
広
げ
、
つ
が
い
と
お
ぼ
し
き

２
羽
の
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
気
持
ち
良

さ
そ
う
に
並
ん
で
水
面
を
切
っ
て

渡
っ
て
い
た
。
隣
り
の
雑
木
林
に

は
思
い
思
い
に
さ
え
ず
る
野
鳥
の

声
が
聞
こ
え
て
い
た
。
こ
ん
な
罪

も
無
い
風
景
が
、
こ
の
先
消
え
て

し
ま
う
日
が
到
来
す
る
よ
う
だ
。

　

こ
の
二
つ
の
堤
の
呼
び
名
は
、

『
座
光
寺
村
史
』
に
よ
る
と
、
下

の
大
き
な
方
が
「
原
大
堤
」
、
上

の
小
さ
い
方
が
「
原
大
堤
重

か
さ
ね

堤
」

で
あ
る
。
大
堤
を
も
っ
て
し
て
も

ま
だ
水
不
足
で
あ
っ
た
た
め
、
大

堤
の
上
へ
重
ね
て
堤
を
造
っ
た
と

い
う
い
き
さ
つ
の
よ
う
だ
。「
原
」

と
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と

こ
の
大
堤
の
存
す
る
地
籍
は
原
。

今
の
「
大
堤
」
と
い
う
地
名
は
、

三
六
災
害
後
に
大
堤
南
か
ら
水
田

復
旧
用
の
土
が
取
ら
れ
、
跡
地
に

住
宅
が
誘
致
さ
れ
た
頃
、
堤
の
名

に
因
ん
で
付
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

前
出
の
『
座
光
寺
村
史
』
に
よ

れ
ば
、
下
の
堤
が
造
ら
れ
た
の

は
江
戸
時
代
前
期
、
今
か
ら
約

３
６
０
年
前
。
重
堤
は
約
１
５
０

年
前
。
ど
ち
ら
も
古
く
歴
史
あ
る

堤
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
河
岸

段
丘
上
に
あ
る
座
光
寺
地
域
は
古

く
か
ら
農
業
用
水
を
北
の
南
大
島

川
、
南
の
土
曽
川
に
求
め
、
こ
の

二
つ
の
川
か
ら
引
き
込
ん
だ
井
水

を
次
々
と
分
岐
さ
せ
、
傾
斜
地
を

潤
し
て
き
た
。
さ
ら
に
あ
ち
こ
ち

の
井
水
に
溜
め
池
（
堤
）
を
併
設

し
、
日
照
り
に
よ
る
水
不
足
に
備

え
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
仕
組
み
も
、
昭
和
43

年
に
幾
多
の
困
難
を
経

て
「
竜
西
一
貫
水
路
」

が
完
成
し
て
水
不
足
が

解
消
さ
れ
た
り
、
地
域

の
農
業
が
変
遷
し
た
り

で
、
次
第
に
そ
の
役
目

が
減
少
し
て
い
っ
た
。

い
く
つ
も
あ
っ
た
堤
は

一
つ
ま
た
一
つ
と
姿
を

消
し
、
こ
の
度
、
座
光
寺
一
大
き

く
歴
史
も
古
い
「
原
大
堤
」
も
、

と
う
と
う
管
理
組
合
の
手
を
離
れ

て
所
有
者
で
あ
る
飯
田
市
に
返
還

さ
れ
た
。
当
初
の
役
目
を
終
え
て

久
し
い
こ
の
堤
を
長
年
管
理
し
て

き
た
「
西
ノ
沢
井
管
理
組
合
」
は
、

仲
間
の
高
齢
化
に
伴
い
、
堤
土
手

の
草
刈
り
や
豪
雨
時
の
堤
の
水
位

管
理
等
が
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
水
難
事
故
や
大
地
震
時
・
豪

雨
時
の
堤
災
害
リ
ス
ク
に
責
任
を

負
い
き
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由

に
挙
げ
て
い
る
。
管
理
組
合
自
体

は
解
散
す
る
わ
け
で
な
く
、
周
辺

の
雑
木
林
と
西
ノ
沢
井
の
維
持
管

理
は
継
続
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

飯
田
市
で
は
返
還
さ
れ
た
二
つ
の

堤
を
埋
め
立
て
る
方
向
で
考
え
て

お
り
、
跡
地
利
用
の
検
討
を
し
て

い
る
と
い
う
。

　

消
え
ゆ
く
大
堤
に
、
子
ど
も
の

頃
遊
ん
だ
思
い
出
を
持
つ
世
代
は

　

地
域
の
絆
は
、
重
要
な
地
域
の

財
産
な
の
で
す
。
私
は
ス
ポ
ー
ツ

と
健
康
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し

た
。
近
年
の
研
究
で
は
、
運
動
と

同
等
以
上
に
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
地
域
活
動
な
ど
、
「
人
と
の

つ
な
が
り
」
が
、
フ
レ
イ
ル
（
要

介
護
手
前
）
予
防
に
重
要
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
公

民
館
や
自
治
会
へ
持
続
的
な
参
加

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
フ
レ
イ
ル

予
防
と
な
る
の
で
す
。

　

こ
こ
２
年
間
は
、
集
ま
れ
る
こ

と
も
減
り
、
地
域
の
絆
が
希
薄
に

な
り
ま
し
た
。
気
楽
で
良
い
と
考

え
て
い
る
心
の
隙
間
に
、
フ
レ
イ

ル
の
危
険
が
潜
み
ま
す
。
「
人
の

た
め
に
」
と
い
う
活
動
は
、
他
人

を
思
い
や
る
中
で
、
思
わ
ぬ
発
見

や
、
能
力
が
開
発
さ
れ
、
脳
の
前

頭
葉
が
活
性
化
さ
れ
ま
す
。
脳
が

若
返
る
と
、
身
体
が
若
返
る
。
人

に
関
わ
っ
て
い
る
と
、
自
分
が
見

え
て
く
る
。

　

S
N
S
は
、
同
じ
意
見
の
人
が

集
ま
る
様
に
で
き
て
い
る
た
め
、

お
互
い
に
「
い
い
ね
」
だ
け
の
付

き
合
い
に
な
り
が
ち
で
す
。
地
域

活
動
の
中
で
、
自
分
の
思
い
と
は

別
の
意
見
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
実
は
、
そ
の
時
こ
そ
、
他

者
を
感
じ
て
、
自
分
が
成
長
す
る

チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。
ピ
ン
チ
こ

そ
チ
ャ
ン
ス
、
た
く
さ
ん
話
を
し

て
、
お
互
い
に
心
も
体
も
健
康
に

し
ま
せ
ん
か
。

岩
井　

美
季
（
下
羽
場
）

寂
し
さ
を
禁
じ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
座
光
寺
小
の
児
童
や
先
生

の
10
年
程
前
の
調
査
報
告
に
よ
れ

ば
、
大
堤
に
は
30
種
類
の
野
鳥
が

観
察
さ
れ
、
中
に
は
オ
オ
タ
カ
・

ミ
サ
ゴ
・
サ
シ
バ
の
よ
う
な
国
・

県
の
絶
滅
危
惧
種
も
存
在
す
る
と

い
う
。
目
の
覚
め
る
よ
う
な
美
し

い
青
色
の
羽
を
持
つ
カ
ワ
セ
ミ
も

い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　

こ
う
し
た
か
け
が
え
の
な
い
豊

か
な
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
無
く

し
た
く
な
い
と
、
住
民
か
ら
大
堤

保
存
の
声
も
挙
が
る
が
、
何
か

あ
っ
た
時
の
責
任
論
を
か
ざ
さ
れ

て
は
、
誰
も
結
論
を
覆
す
勇
気
を

持
た
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の

ま
ま
埋
め
立
て
ら
れ
る
時
を
待
つ

の
で
あ
ろ
う
。
大
堤
を
気
に
入
っ

て
生
息
す
る
生
き
物
た
ち
の
運
命

や
い
か
に
。
せ
め
て
価
値
あ
る
跡

地
利
用
を
願
う
。　
　

 

（
広
報
部
）

消
え
ゆ
く

 
大
堤
を
惜
し
む

地
域
の

  
絆
は
財
産

地
域
の

  
絆
は
財
産

座
光
寺
の
声
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3
月
20
日
（
日
）
子
ど
も
桜
ガ

イ
ド
の
学
習
会
が
開
催
さ
れ
、
中

学
1
年
生
か
ら
小
学
3
年
生
ま

で
、
8
名
の
子
ど
も
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

平
成
19
年
に
始
ま
っ
た
桜
ガ
イ

ド
は
今
年
で
15
年
目
、
長
い
歴
史

の
中
で
、
そ
の
活
躍
は
地
域
内
外

で
高
い
評
価
を
得
て
、
数
々
の
賞

を
受
け
る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
こ
３

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
観
光
に

来
た
方
へ
の
対
面
で
行
う
桜
ガ
イ

ド
は
行
わ
な
い
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
が
れ
た

桜
ガ
イ
ド
の
歴
史
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

絶
や
さ
な
い
た
め
、
学
習
会
は
毎

年
休
む
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
集
合
し
た
ガ
イ
ド
の
子
ど

も
た
ち
は
、
ガ
イ
ド
の
た
め
に
麻

績
舞
台
桜
の
こ
と
や
、
石
塚
桜
の

特
徴
や
由
来
な
ど
を
詳
し
く
学
ぶ

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
旧
座
光
寺
小

学
校
の
舞
台
校
舎
・
高
岡
の
古

墳
・
恒
川
官
衙
遺
跡
・
麻
績
神
社

な
ど
の
座
光
寺
の
歴
史
か
ら
、
今

後
開
通
す
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
こ
と
ま
で
、
座
光
寺
地
域
に
つ

い
て
詳
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
舞
台
桜
の
場

所
に
移
動
し
、
桜
の
木
の
様
子
や

舞
台
校
舎
を
見
学
し
、
実
際
に
ガ

イ
ド
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
の
練
習
を
し
た
座
光
寺

小
学
校
新
4
年
生
の
今
村
奏
太
く

ん
（
宮
崎
地
区
）
は
、
「
地
区
の

こ
と
を
勉
強
す
る
の
は
難
し
か
っ

た
け
ど
、
ま
ぁ
ま
ぁ
覚
え
ら
れ

た
。
ガ
イ
ド
の
練
習
を
し
て
み
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

桜
ガ
イ
ド
の
先
輩
で
、
コ
ロ
ナ

前
に
実
際
に
ガ
イ
ド
の
経
験
の
あ

る
高
陵
中
学
校
新
2
年
生
の
塚
平

陽
介
く
ん
（
共
和
地
区
）
は
、「
去

年
も
今
年
も
実
際
に
ガ
イ
ド
が
で

き
て
な
い
の
は
、
と
て
も
残
念
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
桜
ガ
イ
ド
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
輩
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
て
、

座
光
寺
に
来
る
方
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
部
）

　

座
光
寺
公
民
館
で
「
ボ
ッ
チ
ャ

体
験
会
」
が
3
月
13
日
（
日
）
に

行
わ
れ
、
４
チ
ー
ム
19
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
２
０
１
６
年
の
リ

オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式
種

目
に
採
用
さ
れ
、
近
年
注
目
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー

ル
と
呼
ば
れ
る
白
い
ボ
ー
ル
を
投

げ
た
後
、
対
戦
す
る
両
者
が
そ
れ

ぞ
れ
赤
と
青
の
６
球
を
投
げ
合

い
、
自
球
を
よ
り
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー

ル
に
近
づ
け
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
と

な
り
ま
す
。

　

当
日
は
ま
ず
体
育
部
か
ら
ル
ー

ル
説
明
が
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
で

練
習
し
た
後
、
２
コ
ー
ト
に
分
か

れ
て
チ
ー
ム
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
こ
2
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
行

事
が
な
い
中
、
最
後
に
こ
の
よ
う

な
体
験
会
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
孫
を
連
れ
て
参
加
し
た
が
ル
ー

ル
が
簡
単
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め

た
」
「
次
回
も
参
加
し
た
い
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
事
前
に
連
絡
を
頂

け
れ
ば
ボ
ッ
チ
ャ
の
用
具
の
貸
し

出
し
を
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
公
民
館
主
事
ま
で
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
座
光
寺
地
区
か
ら
6
名

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
澤
　
哲
夫
さ
ん

（
座
光
寺
公
民
館
長
9
年
内
、

飯
田
市
公
民
館
長
2
年
兼
）

　

片
桐
　
茂
昭
さ
ん

（
育
成
会
10
年
、健
全
育
成
部

14
年
）

　

佐
々
木
　
孝
さ
ん

飯
田
市

教
育
功
労
者
表
彰

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会

公
民
館 

体
育
部

　

（
文
化
部
12
年
）

　

佐
々
木
君
子
さ
ん

（
広
報
部
、
運
営
委
員

計
11
年
）

　

今
村
　
治
郎
さ
ん

　

（
広
報
部
10
年
）

　

湯
澤
　
美
鈴
さ
ん

（
運
営
委
員
、
健
全
育
成
部

計
9
年
）

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
座
光
寺
地
域
の
活
力

の
た
め
、
と
も
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
。

子
ど
も
桜
ガ
イ
ド

学
習
会
と
体
験
会
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カ

ラ

ス

ノ

エ

ン

ド

ウ

カ

ラ

ス

ノ

エ

ン

ド

ウ

座
光
寺
の
自
然

座
光
寺
の
自
然
シ
リ
ー
ズ
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広
報 

座
光
寺
　
　
発
行
／
座
光
寺
地
域
自
治
会
　
編
集
／
公
民
館
委
員
会
広
報
部
　
印
刷
／
龍
共
印
刷
株
式
会
社

こ
の
広
報
誌
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

家
の
東
に
あ
っ
た
宮
の
前
歩
道
橋

が
1
月
17
日
（
月
）
に
撤
去
さ
れ
た
。

11
日
（
火
）
に
工
事
が
始
ま
り
、
道
は

通
行
止
め
に
な
っ
た
。

　

国
道
か
ら
市
道
に
替
わ
っ
た
道
だ

が
、
観
光
バ
ス
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ

キ
サ
ー
車
等
け
っ
こ
う
往
来
が
あ

る
。
車
が
通
ら
な
く
な
っ
た
の
で
静

か
で
、
昼
間
は
工
事
の
音
だ
け
が
響

い
た
。
両
側
の
階
段
が
何
日
か
か
け

て
無
く
な
り
、
続
い
て
道
路
を
渡
っ

て
い
た
部
分
が
無
く
な
っ
た
。
す
る

と
、
何
と
北
の
空
が
広
く
な
っ
た
！

　

こ
の
こ
と
を
息
子
に
知
ら
せ
る

と
、「
小
学
校
の
時
、
歩
道
橋
の
上

と
自
分
の
部
屋
と
で
、
友
だ
ち
と
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
や
り
取
り
し
て
楽

し
か
っ
た
な
。
そ
う
か
、
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
か
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
橋

に
あ
っ
た
街
灯
の
下
で
カ
ブ
ト
虫
を

捕
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
な
あ
」
と
懐

か
し
ん
で
い
た
。

　

2
月
前
半
に
通
行
止
め
も
な
く
な

り
、
車
の
ガ
タ
ガ
タ
と
走
る
音
が
ま

た
始
ま
っ
た
。　
　
　

（
広
報
塩
澤
）

３
兄
弟

生
活
史

自
家
受
粉

草
笛
に

　

き
れ
い
な
花
で
虫
を
誘
っ

て
花
粉
を
運
ば
せ
る
。
う
ま

く
い
か
な
い
と
自
分
の
花
の

雄
し
べ
を
雌
し
べ
に
つ
け

る
、
こ
れ
が
自
家
受
粉
。
お
宅

の
エ
ン
ド
ウ
マ
メ
、
結
実
率
は

1
0
0
％
で
し
ょ
う
。
自
家
受
粉

に
秘
密
が
あ
る
の
で
す
。

　

メ
ン
デ
ル
が
遺
伝
の
法
則
を
発

見
し
た
の
も
エ
ン
ド
ウ
を
使
っ
た

か
ら
。
そ
れ
も
自
家
受
粉
の
性
質

が
あ
っ
た
か
ら
。

　

実
が
９
割
ほ
ど
熟
し
た
果
実
を

使
っ
て
草
笛
が
で
き
ま
す
。
種
子

を
出
し
た
空
の
鞘
の
隙
間
を
振
動

さ
せ
る
も
の
。
ち
ょ
う
ど
良
い
隙

間
が
で
き
る
の
は
4
割
ほ
ど
。
い

く
つ
か
試
す
と
き
っ
と
鳴
り
ま

す
。
今
春
は
ぜ
ひ
お
試
し
を
。

（
伊
那
谷
自
然
友
の
会
　
小
林
正
明
）

思い出の詰まった歩道橋

　

春
の
野
に
は
見
慣
れ
た
野
草
が

い
っ
ぱ
い
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
（
ク
ロ
ー
バ
ー
）

や
ア
カ
ツ
メ
ク
サ
等
。
…
そ
れ
ら

に
準
ず
る
の
が
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド

ウ
で
す
。
名
前
は
知
ら
な
く
て

も
、
実
物
は
「
見
た
こ
と
が
あ
る
」

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ

最
近
の
子
供
た
ち
は
外
で
遊
ぶ
こ

と
が
少
な
い
か
ら
、
も
し
か
し
た

ら
知
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
に
は
他
に

似
た
種
類
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
ス

ズ
メ
ノ
エ
ン
ド
ウ
、
カ
ス
マ
グ
サ

で
す
。
い
ず
れ
も
座
光
寺
に
も
あ

り
ま
す
が
、
カ
ス
マ
グ
サ
は
や
や

稀
、
知
ら
な
い
人
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
名
は
カ
ラ
ス
と
ス

ズ
メ
の
間
（
マ
）
か
ら
つ
け
た
も

の
。
実
際
、
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ

と
ス
ズ
メ
ノ
エ
ン
ド
ウ
の
中
間
の

形
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
カ
ラ
ス

や
ス
ズ
メ
の
よ
う
な
身
近
な
生
き

物
の
名
を
冠
し
た
植
物
は
多
い
。

手
元
の
図
鑑
で
は
カ
ラ
ス
が
10
、

ス
ズ
メ
が
17
種
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
だ
け
あ
れ
ば
“
接
頭
語
”
で

す
ね
。
い
ず
れ
カ
ラ
ス
と
ス
ズ

メ
も
こ
の
連
載
で
取

り
上
げ
た
い
も
の
で

す
。
後
半
の
エ
ン
ド

ウ
の
原
産
地
は
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
有
力
。
遣

唐
使
を
通
じ
て
日
本

に
入
り
、
江
戸
時
代

に
全
国
に
広
ま
っ
た

と
さ
れ
ま
す
。
米
な

ど
農
作
物
は
人
類
史

に
影
響
を
与
え
ま
し

た
が
、
そ
こ
ま
で
は

影
響
が
無
い
種
類
で

す
。

　

冬
型
一
年
草
。
秋
に
地
下
子
葉

型
で
芽
生
え
、
春
に
開
花
結
実
。

初
夏
に
は
タ
ネ
を
つ
け
て
枯
死
し

ま
す
。
こ
の
果
実
が
黒
い
の
が
カ

ラ
ス
を
冠
し
た
と
も
、
ま
た
他
の

２
種
よ
り
も
大
き
い
か
ら
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
花
は
良
く
見
る
と
な

か
な
か
き
れ
い
。
今
春
は
ぜ
ひ
見

て
く
だ
さ
い
。

　

冬
型
一
年
草
は
冬
期
～
早
春
に

他
の
木
や
草
が
上
部
を
覆
う
前
の

地
上
の
空
い
た
空
間
を
利
用
す
る

よ
う
に
進
化
し
た
種
類
で
す
。
早

春
は
光
が
強
い
の
に
他
の
草
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
使
う
の
は
な

か
な
か
の
知
恵
者
。
し
か
も
マ
メ

科
で
す
か
ら
地
中
で
は
根
が
根
粒

菌
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

（左から）カラスノエンドウ、カスマグサ、スズメノエンドウ

秋の芽生；双葉は地中

にある

草笛；Ａの部分を開いて

たねを出し、中ほどを

切ってＢを点線まで口に

含んで吹く。


